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１．大学生交流事業

について



国際交流基金
とは

日本の国際文化交流を中核的に担う専門機関です。

【JFの事業３本柱】

• 文化芸術交流

• 海外における日本語教育

• 日本研究と国際対話



日中21世紀
交流事業
とは

より深い日中間の青少年交流・市民交流の実現
を目的とし、平成18年4月より行われています。

【主な事業】

 中国高校生長期招へい事業

 中国ふれあいの場事業

→代表学生訪日研修事業

→大学生交流事業

・・・



中国ふれあいの場

とは

日本の最新情報や日本人と接する機会が

少ない中国の地方都市に対日理解と交流

を促進するために設置しています。

延辺ふれあいの場 延辺大学内

ハルビンふれあいの場 黒龍江大学内

西寧ふれあいの場 青海民族大学内

広州ふれあいの場 中山大学内

杭州ふれあいの場 浙江工商大学内

昆明ふれあいの場 雲南師範大学内

済南ふれあいの場 山東師範大学内

長沙ふれあいの場 湖南大学内

西安ふれあいの場 陕西師範大学内

貴陽ふれあいの場 貴州大学内

アモイふれあいの場 アモイ大学嘉庚学院内

桂林ふれあいの場 広西師範大学内

フフホトふれあいの場 内蒙古大学内

南昌ふれあいの場 南昌高松中日友好会館内



ふれあいの場
普段の活動の様子

日本の書籍や備品、交流コーナー、場
所によっては茶室などがあります。
また、定期的に現地の学生や一般向け
に日本文化発信を行っています。



大学生
交流事業

とは

中国の大学生とチームになる
↓

日本文化イベントを協働で準備・交流
※渡航まではオンラインで実施

↓
現地ふれあいの場で開催















最近の大学生事業の実施状況

★2025年9月渡航
一部の渡航先で「ふれあいの場」に入場できず、
交流が困難だったグループがある。

★2026年3月渡航
昨今の情勢の変化により中止。代替案として、
別事業で日本に滞在していた中国高校生と
大阪で交流会を実施。

★2026年8月（本来は9月）渡航
中止。代替案として、北京日本文化センターにて
「ふれあいの場」各地の代表学生と交流会を実施。

★今回：2027年3月渡航
現時点で複数のふれあいの場から内諾が取れ、
調整中。正式な確定は12月以降の見込み。
過年度より小規模な人数を想定。
今後の状況では渡航が難しい場合もあるが
その場合は上記のような代替案を実施予定。



2025年度第１回交流事業（2025年9月渡航） 参加者アンケート

100%
有意義だった

100%
中国理解が深まった

90%+
交流・学習意欲向上

★中国への印象の変化

参
加
前

参
加
後

★交流で得られたもの

★参加者の声

また中国に行きたい。知らない
ことをもっと知りたい。

今はその気持ちが一番です。

言葉は全く通じなくても、
同じ話題で大笑いして、悲しくて

泣いて、こんなに心を通わせること
ができるとは思っていなかった。

★参加者の声

中国理解 ★★★★★

コミュニケーション力 ★★★★★

友人・人脈 ★★★★★

語学学習意欲 ★★★★☆

主体性・協働力 ★★★★☆

中国という国を一面的に
捉えなくなりました。



2026年度第１回交流事業（2026年8月渡航） 参加者アンケート

100%
有意義だった

100%
中国への関心向上

92%
印象改善

★交流で得られたもの

★参加者の声

一生続かせたいと思う
中国の友人を得られた
ことが最大の成果だった

「中国人」ではなく「○○さん」
として相手としっかり向き合う

ことができた

★参加者の声

中国理解 ★★★★★

国際交流 ★★★★★

友人・人脈 ★★★★★

主体性・協働力 ★★★★★

語学学習意欲 ★★★★☆

中国人・日本人双方の
友人ができたこと

「友人や後輩に勧めたい」
平均：9.9/10

「今後も交流を続けたい」
13名中13名



２．応募・日程・費用

負担等について



（1）応募資格

・日本国籍または日本の永住権を有する者

・日本の大学に在籍する大学生、大学院生、または高専生4・5年次（専攻不問）

・1グループが5～7名で構成されていること（所属は同一でなくても可）

（2）参加条件

・プログラム全日程に参加できること

（自己都合の辞退やメンバーの入れ替え、活動休止は原則不可）

・本事業の趣旨を理解し、公費プログラムの参加者として自覚を持って行動できること

・健康状態に問題がなく、自己管理が可能であること

（3）求める参加者像

・主体的に企画・行動でき、チームでの協働経験があることが望ましい

・交流時の使用言語は原則日本語だが、中国の文化習慣を学ぶ積極的な意欲があることが望ましい

・満12歳以降に1年以上海外居住経験（留学を含む）のある者のみで構成されていないことが望ましい

公費プログラムです。
責任をもって

行動できる方のみ！



時期 内容

2026年9月7日（月）～
10月25日（日）

応募期間

2026年11月上旬 第一次選考（書類審査）・合否通知

2026年11月9日（月）の週
第二次選考（オンライン面接） 
※15分以内のプレゼンを実施
※募集要項の日程から数日後ろ倒しの可能性あり

2026年11月末～12月
最終合格者決定
（基金側で派遣先を決定）

2026年12月12日（土）
交流前研修
（派遣先ふれあいの場学生との顔合わせ）

2026年12月～2027年3月 オンライン交流、イベント準備

2027年2月16日（予定）
渡航前研修
（国際交流基金日本語国際センター）
※オンラインの可能性あり

2027年3月（予定）
派遣・交流イベント実施（約1週間）
※前後泊を含む

応募選考から
派遣までの
スケジュール

※時期・派遣先に
大幅な変更の可能性
があります



（1）「心連心ウェブサイト」上の応募フォーム

（2）大学教員等の専門家による推薦状（形式自由） ※所属が異なる場合でも、1通でOK

（3）以下の内容を記載した企画書（形式自由） ※PPT推奨

・企画のタイトル、コンセプト、概要 

・メンバー構成（プロフィール・役割） 

・企画準備とは別に実施するオンライン文化交流（2～3回）の内容 

・準備内容（日本および現地での準備、必要物品を含む）

・イベント当日の流れ（夜間を含まない半日または終日の流れ） 

・日中学生の役割分担 

・ふれあいの場への貢献要素

※企画書は第2次選考で使用します。PPT形式での作成を推奨します。

※中国側学生は5～15名程度、イベント来場者は30名程度を想定してください。 

※特定の都市を想定せず、どの地域でも実施可能な内容としてください。

提出書類



基金が負担 参加者が負担

交流費用
消耗品、調理器具・衣装・機材等レンタル・
購入費、物品運搬費、会場使用料等

なし（立替購入）

食費
食費の一部
（基金が手配した食事のみ負担）

食費の一部
（基金が手配する食事を除く）

交通費

・最寄新幹線駅⇔東京（品川）駅の新幹線代
 もしくは最寄空港⇔羽田空港の航空券代
・羽田⇔中国の航空券代
※中国国内のバス移動等基金が手配する移動区間

左記以外
（国内外の在来線移動費用等）
※埼玉での渡航前研修についても同様

宿泊費
・羽田空港での前後泊宿泊費および現地宿泊費
・渡航前研修での埼玉での宿泊費

なし

保険 海外旅行保険料の半額（3,300円） 海外旅行保険料の半額（3,300円）

その他 基金が必要と認める費用

パスポート取得費、個人通信費、
保険オプション等それ以外

その他、基金が負担対象としない費用
（自己都合によるキャンセル費用等）

※羽田空港発着を想定
費用負担



３．FAQ



Q どのような企画が採用されますか。

A 選考時点で派遣先が確定してないため、「この内容なら必ず採用される」という基準
はありません。内容に加え、ふれあいの場の現地状況も踏まえ総合的に判断します。

Q 中国語が話せなくても参加できますか。

A 中国語能力は応募条件ではありません。交流相手は日本語を学習している学生のた
め、日本語で交流可能です。

Q ５名以下でも応募できますか。

A 5～7名が「応募資格」です。今この場でメンバーを探してもOKです。

Q 不採用理由は教えてもらえますか。

A 公表しておりません。

Q 企画書の内容はどの程度詳しく書けばよいですか。

A 現時点での想定で問題ありません。採用後の変更も可能です。

Q 何グループ採用されますか。

A 実施可能な都市数等の制約を踏まえて派遣グループ数（派遣先数）を決定します。

応
募
・選
考
に
つ
い
て



Q 派遣先（ふれあいの場）を決めることはきますか。

A 応募時に派遣先を選ぶことはできません。採用後、企画内容や各ふれあいの場の希
望、受入状況等を踏まえて基金が決定します。

Q 活動はどのようなスケジュールで進みますか。

A 12月からオンライン交流やイベント準備を行い、3月に中国で交流イベントを実施し
ます。初回オンライン交流は12/12ですが、それ以降のオンライン交流日程や内容は
各班で調整してください。

Q 過去の参加者の活動内容や参加後の様子は確認できますか。

A 過去の活動事例や参加者インタビューを事業ウェブサイトで紹介しているので、ご
参照ください。

Q 渡航日程を都合に合わせて調整してもらえますか。また、日程はいつ決定しますか。

A 「ふれあいの場」で実施できる日程を最優先に決定します。「参加条件」として、日
程調整できるようご準備ください。渡航日程は12月以降、「ふれあいの場」の正式な
学内決定をもって確定します。宿泊やフライト等の詳細は年明け以降の見込みです。

Q 交流経費の予算はいくらですか。

A 物品購入前にみなさんから基金に報告してもらい、企画の内容と妥当性をその都
度勘案して、購入してよいかどうかを検討しています。

活
動
内
容
に
つ
い
て



Q 中国留学中に「ふれあいの場」の活動に参加した経験のある学生も、今回の大学生交流事業に
応募・参加することは可能でしょうか。 

A 可能です。

Q 泊まるホテルやどこに行くのか知りたい。

A 現時点では未定です。どの渡航先になっても、現地での交流やプログラムを楽しみながら、積
極的に参加していただける方を歓迎します。

Q ２月の渡航前研修での新幹線や飛行機は参加者負担でしょうか。

A 基金負担です。参加者には在来線区間のみご負担いただきます。

Q 学部などバラバラでも構いませんか。

A 構いません。

Q 学生は訪問までにどこまで準備をしたらいいですか。

A 物品購入、イベント進行表、当日の役割分担等、企画書の内容を調整して実現できる段階まで
ご準備ください。

Q 面接は全員が同じ場所から参加しなければいけませんか。

A ハウリングを防ぐため、一人一台のPCでの参加をお願いします。よって、参加場所はそれぞれ
異なる場所からの参加で問題ありません。

申
し
込
み
時
に
い
た
だ
い
た
ご
質
問
に
つ
い
て



４．質疑応答
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